
第 26 期 第 8 回（一日目） 第一部会 議事録 
 
1.日時：2025 年 8 月 9 日(土)13:00-16:25 
 
2.場所：公立はこだて未来大学 494 号室およびオンライン会議システムを併用したハイブ

リッド開催 
 
3.出席者（敬称略） 
【現地出席】31 名 
依田高典、伊藤泰信、岩井紀子、臼井恵美子、宇山智彦、大垣昌夫、大橋幸泰、小田中直

樹、小畑郁、河野哲也、小長谷有紀、坂田省吾、定延利之、島岡まな、島村健、城山英

明、鈴木基史、髙橋裕子、只野雅人、谷口尚子、中澤高志、中村征樹、西山慶彦、芳賀

満、早川誠、南野佳代、美馬のゆり、矢野桂司、吉澤誠一郎、吉田文、 
吉水千鶴子 
【オンライン出席】18 名 
植木朝子、越智敏裕、川嶋四郎、河原純一郎、嶋田洋徳、戸谷圭子、西岡加名恵、野口晃

弘、原拓志、平田オリザ、松本直子、馬奈木俊介、丸谷浩介、三尾裕子、三成賢次、明和

政子、森口千晶、山田八千子 
 
4. 議題 
 
4.1.開会挨拶 
・主催者挨拶 第一部 吉田文部長 
・開催校挨拶 公立はこだて未来大学 鈴木 恵二学長 
 
4.2.第一部分野別委員会・部附置分科会活動報告 
・各委員会および分科会から報告がなされ、質疑応答があった。 
・地域研究委員会から幹事会に対して出された「参議院議員選挙における排外主義的な主

張」に対する緊急声明発出の要望に関する幹事会の取り扱いについて質疑があった。 
・アウトリーチの必要性と、その方策を考えることが重要であるという意見が出された。 
・とりわけ、政治家・マスコミへのアピールが重要である、関連性や連続性を考慮に入れ

た企画の検討が必要であるという意見が出された。 
・アウトリーチやロビイングの能力を持つ職員を採用することが必要ではないかという意

見が出された。 
 
4.3.事務局説明 
・意思の表出の進捗状況・今後のスケジュールについて説明があった。 
・2025 年度第一部予算の執行状況・審議充実予算について説明があった。 
 
4.4.講演 
「学習環境デザインと科学コミュニケーション」 美馬のゆり会員 
 
4.5.視察 
公立はこだて未来大学 



第 26 期 第 8 回（二日目） 第一部会 議事録 
 
1.日時：2025 年 8 月 10 日(日)12:00-13:00 
 
2.場所：函館市亀田交流プラザ大会議室 1(A)およびオンライン会議システムを併用したハ

イブリッド開催 
 
3.出席者（敬称略） 
【現地出席】31 名 
依田高典、伊藤泰信、岩井紀子、臼井恵美子、宇山智彦、大垣昌夫、大橋幸泰、小田中直

樹、小畑郁、河原純一郎、河野哲也、小長谷有紀、坂田省吾、定延利之、島岡まな、島村

健、城山英明、髙橋裕子、只野雅人、谷口尚子、中澤高志、中村征樹、西山慶彦、芳賀

満、早川誠、日比谷潤子、美馬のゆり、矢野桂司、吉澤誠一郎、吉田文、吉水千鶴子 
【オンライン出席】15 名 
植木朝子、越智敏裕、嶋田洋徳、鈴木基史、戸谷圭子、西岡加名恵、野口晃弘、原拓志、

松本直子、馬奈木俊介、丸谷浩介、三尾裕子、三成賢次、南野佳代、山田八千子 
 
4. 議事 
 
4.1.新日学法成立、法人化に向けての今後の取組み（連携会員、学協会等との連携含む）

について 
・日比谷副会長から、日学法成立後の対応に関する幹事会の案について、資料をもちいて

説明があった。幹事会が現日学に置くことを検討している各種の検討委員会・分科会につ

いて、メンバーに積極的に立候補してほしいという要請があった。 
・新日学の制度を作成するのは設立準備委員会なので、現日学の準備作業の結果は参考と

なるだけであるから、これら結果を尊重することを設立委員会に約束させることが必要で

あるという意見が出された。日比谷副会長から、これら結果が尊重されるか否かはグレー

であるという認識が示された。 
・新日学の財政制度がどうなるか全く不明であり、そもそも補助金制度では正規職員を雇

用できるか否かすらわからない、このような状況では幹事会による対応作業に協力するこ

とや、そもそも責任をもって会員を続けることはできない、という意見が出された。 
・移行期の会員選考に携わる候補者選考委員会のメンバーについて、現会員が多数を占め

ることが望ましい、また、事前にメンバー候補者を会員に提示してほしいという要望がな

された。日比谷副会長から、会長に伝達するという回答がなされた。 
・補助金で正規職員が雇用できるのかという質問がなされた。事務局から、現在進行中の

概算要求書作成の中で具体的な制度が出てくるのではないかという回答がなされた。 
・連携会員制度はどうなるかという質問がなされた。日比谷副会長から、連携会員に類す

る制度は残したいという回答がなされた。 
・新日学における外部資金の取り扱いについては十分慎重に制度を設計してほしいという

要望がなされた。 
 
4.2.閉会挨拶 
第一部 只野雅人副部長  


